




















 

はじめに: 

 我国における小児慢性疾患の療育は肢体不自由児施設を中心に,ポリオ,脳性

麻痺,各種関節疾患,脊椎炎などを主体に行われてきたが,近年予防および治療

医学の進歩によりポリオや脊椎カリエスが激減している。それにかわって脳性

麻痺のほかには従来あまり注目されていなかった筋萎縮症,先天性疾患(二分脊

椎をふくむ),脊柱側湾症,ペルテス病など施設での療育の対象となってきた。

(国立療養所においても結核性疾患の減少に伴い,筋萎縮症,重症心身障害児,喘

息,ネフローゼ症候.一般小児整形外科的疾患などの小児慢性疾患の療育と併設

する養護学級での教育を行う病弱児を主体とした小児リハビリテーションでか

なりの成功をおさめている。 


